
技術と信頼で未来を創る技術と信頼で未来を創る

五 脚 ブ ロ ッ ク

緊急時の備えのために !

五 脚 ブ ロ ッ ク

備蓄用ブロック



※a= ブロック代表長
■諸数量

■ブロック単体図

・普段より、防災ステーション等の備蓄ブロックとして実績の多い六脚ブロック。

　その六脚ブロックを改良した五脚ブロックは、緊急時により活用しやすく、備蓄時にも省スペースとなり

　運搬性能にも優れたブロックです。

・なお、従来の六脚ブロックの全規格を五脚ブロックに改良することは可能ですが、備蓄用としては「堤防決壊部

　緊急復旧工法マニュアル」（発行元：国土開発技術センター）によると１～４ｔの事例が多いとされていること

　から、ここでは下記の規格（公称2,3,4,5ｔ）を対象としてその特長ならびに活用案を提示させていただきます。
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吊り筋ボックス

吊り筋ボックスの大きさは各規格共通です。

（図はA0.60形の場合の比率で表示）　　

体積 質量 型枠面積

（㎥） （ｔ） （㎡） 呼び名 総質量（ｋｇ） 径（φ）mm 総質量（ｋｇ）

D10 13.88

13 2.18

16 4.11

16 4.58

19 7.14

D10 11.53

D10 12.72

4.609 10.11

1.528 3.514 8.49

主筋・組立筋 吊筋

D10 9.64

規格

1.658 5.27

1.257 2.891 7.49

A0.50形
(a=0.50m)

A0.60形
(a=0.60m)

A0.64形
(a=0.64m)

A0.70形
(a=0.70m)
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（ｃｍ）

（ｃｍ）

規格 径（φ） ｒ L0 L1 L’1 Ｌ2 Ｌ’2 L3 ｂ 全長 本数

A0.50形 1.3 3.3 37.3 27.3 22.7 10.0 5.4 12.3 6.0 105.0 2

A0.60形 1.6 4.0 47.2 37.2 31.6 10.0 4.4 15.1 6.4 130.0 2

A0.64形 1.6 4.0 54.7 44.7 39.1 10.0 4.4 15.1 6.4 145.0 2

A0.70形 1.9 4.8 59.0 49.0 42.3 10.0 3.3 17.9 7.6 160.0 2
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呼び名 L1 本数 呼び名 L”1 本数 呼び名 r’ L’ L’1 L’2 L’3 L’4 全長 本数 a b c d e f

A0.50形 D10 90.0 8.0 D10 63.0 4.0 D10 1.9 30.0 34.1 3.9 31.9 28.1 150.0 5.0 50.0 30.0 10.0 30.0 20.0 2.5

A0.60形 D10 110.0 8.0 D10 76.0 4.0 D10 1.9 37.0 41.1 3.9 38.9 35.1 175.0 5.0 60.0 37.0 11.5 35.0 25.0 2.5

A0.64形 D10 120.0 8.0 D10 84.0 4.0 D10 1.9 42.0 46.0 3.9 43.9 40.1 195.0 5.0 64.0 42.0 11.0 36.0 28.0 2.5

A0.70形 D10 130.0 8.0 D10 91.0 4.0 D10 1.9 47.0 51.1 3.9 48.9 45.1 215.0 5.0 70.0 47.0 11.5 40.0 30.0 2.5

規格
配筋寸法主筋 組立筋短主筋

■主筋・組立筋

■吊筋



（1）省スペース

　　・省スペースで大量のブロック備蓄が可能です。

      ・配列例のように、２段重ねで備蓄した場合、天端がフラットな状態で備蓄できるため上部空間を有効活用すること

         が可能です。

　　・水平な面が多いため、積み込み時の足場も安定します。

２段積の状況

吊り鉄筋

1段積時のW,L方向長さ
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※図中n＝列数
　a＝ブロック代表長

備蓄配列例

■特長

五脚ブロック



（2）運搬性能

　　　緊急時、ダンプでの積載運搬に適しています。

・ブロックがダンプの車高内に収まるため、トンネルやアンダーパスなどにおいてもダンプが通行可能であれば運搬する

　ことが可能です。

・平面で接地するため、積み込み後も安定します。

A0.50形の場合　　　5個/台

　　　(2ｔブロック)

A0.70形の場合　　　2個/台

　　　(5ｔブロック)

※ダンプの規格は10ｔ積みを想定しておりますが、車種によっては上記の限りではありません。
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○平成２１年の１０月２９日に本省会議室で開催され
　た国土技術研究会において発表された「重大災害対
　応経験者の意見を踏まえた堤防決壊時緊急対策案」
　によると”車両交換場所の整備と併せ必要に応じ堤
　防天端道路も拡幅する必要がある。”とされており
　ます。

○小段幅がある程度広い箇所においては第２種側帯の
　法先保護工兼備蓄ブロックとしても活用できます。　

○天端に鉄板（備蓄用）を敷設することにより、駐車
　スペースやヘリポート、その他資材の備蓄など上部
　空間の活用の幅が広がります。　　　

○本案は五脚ブロックを活用した堤防天端道路の拡幅
　案であり、２層積みでＢ＝２.４ｍの拡幅が可能とな
　ります。　

○底面が平らであるため、地すべり発生直後の緊急用
　押さえ盛土替りとしても迅速かつ有効活用ができます。　

■備蓄ブロックのさまざまな活用方法。

1．２段積での天端有効利用時

　　（天端敷鉄板敷設の場合）

敷鉄板（備蓄兼）
ｔ＝22ｍｍ　6.09×1.52ｍ等

五脚ブロック

2．五脚ブロックを用いた天端道路拡幅案

3．その他

　　拡幅可能幅　
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■備蓄の具体事例

　○ブロック規格
　  五脚ブロックＡ０.６０形（公称３ｔ）
　　実質量　Ｗ＝２.９１０ｔ
　　体　積　Ｖ＝１.２６５ｍ
　　型枠面積Ａ＝７.５２ｍ

○　備蓄ヤードを概ね５０ｍ程度の正方形とした場合
１）２層積みで約２,２００個の備蓄個数となります。
２）高さはＨ＝１.２０ｍとなります。　

1．ブロックのみ2層積

○上記２案ではブロックの備蓄量が少ないため、砕石
　の上にブロックを１案と同様にさらに積上げる案
１）ブロックの備蓄量は１～２層は外周のみのため約
　　２３０個と少ないが、３～４層の積上げが約１,７
　　００個となるため全体で約１,９４０個となります。
２）砕石の備蓄量は２案と同様に約２,８００ｍとなり
　　ます。
３）高さはＨ＝２.４ｍとなります。

3．ブロック(4段)+砕石

３

２

○ブロックと同時に砕石の備蓄も考慮した案
１）五脚ブロックＡ０.６０形の２層積みを外周擁壁
　　とし内部に砕石を備蓄する。
２）備蓄ヤードを上記と同じ条件の概ね５０ｍ程度
　　の正方形とした場合の備蓄量は次のとおりです。
　・砕　石　；約２,８００ｍ
　・ブロック；約２３０個

３

○荒締め切りの断面を上記のように仮定してみると
　単位幅当たり必要な砕石量は次のようになります。
（なおブロックの間隙に入る砕石量を空体積の５０％
　と仮定します。）
　Ｖ＝５６.０×０.５０+６.５＝３４.５ｍ

○上記（２）案の砕石備蓄量は仮締切断面の延長にすると
　Ｌ＝２８００÷３４.５＝８１.１
　　≒約８０ｍ分に相当します。

2．ブロック+砕石

２

３
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本　　　　　　社

製 品 事 業 本 部

土 木 事 業 本 部

テクノシールド事業本部

ハウジング事業本部

総合技術研究所

札 幌 支 店

青 森 営 業 所

仙 台 営 業 所

関 東 営 業 所

新 潟 営 業 所

金 沢 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

大 阪 営 業 所

広 島 営 業 所

徳 島 営 業 所

高 知 営 業 所

福 岡 営 業 所

長 崎 営 業 所

鹿 児 島 営 業 所

沖 縄 営 業 所
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東京都杉並区阿佐谷南３－７－２

東京都杉並区阿佐谷南３－７－２

東京都杉並区阿佐谷南３－７－２

東京都杉並区阿佐谷南３－７－２

東京都杉並区阿佐谷南３－７－２

東京都八王子市川口町１５４０

北海道札幌市中央区北四条東２-８-６（サッポロユニオンハイツ３Ｆ）

青森県青森市中央１－２３－４（ダイヤビル）

宮城県仙台市青葉区大町１－３－２（仙台ＭＩＤビル）

埼玉県さいたま市浦和区高砂３－６－１８（けやきビル）

新潟県新潟市中央区西堀通七番町１５５５

石川県金沢市北安江１－１－１（坂口第２ビル）

愛知県名古屋市中区金山１－１５－１０（三井生命金山ビル９F）

大阪府大阪市北区東天満２－８－１（若杉センタービル別館）

広島県三次市下志和地町１００－３

徳島県徳島市住吉３－４－２０

高知県高知市与力町２－２１（司ビル）

福岡県福岡市博多区東比恵２－２０－２５（東比恵ビル）

長崎県長崎市住吉町２－１４（住よし館　３０１）

鹿児島県鹿児島市泉町１１－１９（第三丸福ビル）

沖縄県浦添市沢岻１－３０－８
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